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6月の展望
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　日経平均株価とTOPIXはともに1990年代のバ
ブル崩壊以降の高値を5月に更新した。海外株式
市場とも比較して好調であった背景は、①東京証
券取引所が企業に資産効率改善を要請、②米著名
投資家の日本株追加投資、③新日銀総裁体制での
金融緩和継続、④1‐3月期決算で積極的に株主還
元する企業が増加、⑤出遅れていた日本の経済再
開効果、などが考えられる。
　6月の株式相場は、バリュエーションやテクニ
カル指標面などから、引き続き過熱感が意識され
よう。6月13-14日開催のFOMCに向けては追加
利上げも警戒されそうだ。ただ、6・12月本決算
銘柄の配当権利取りの動きが一部で下支えとなり、
相対的に底堅く推移すると思われる。
　6月配当権利取り銘柄の中には、好配当利回り
でPBRやPERの低い銘柄が多く見受けられる。例
えば、INPEXや日本たばこ、AGC、ブリヂスト
ン、ヤマハ発、キヤノンなどが挙げられる。

（5/24 田部井)

急上昇の反動が警戒されるなか、配当権利取りで底堅く推移

5月の銘柄・業種別騰落率（4/28→5/25）6・12月本決算銘柄が新テーマに



銘柄
スクリーニング
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◇株式時価総額1兆円以上で予想配当利回りが3.0％以上の大型株
（選択条件）
・東証プライム市場指数採用。
・23年度の予想配当利回りが3.0％以上（プライム市場全銘柄加重平均2.39％）。
・自己資本比率30％以上（22年度実績）、株式時価総額1兆円以上の銘柄を選択。

（データは5月24日現在）

時価総額1兆円超の好配当利回り銘柄
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　プライム市場(金融除く)の23.3期と23.12期1Q(1-3月)決算が出揃った(図表1、2)。
　23.3期は為替の円安効果の増収に対して、営業利益は伸び悩んだ。製造拠点の海外移転、原燃料高影
響が考えられる。24.3期は商社と海運などの業績悪化、為替の円高への水準訂正により減益の見方が強
かった。しかし、経済再開と原燃料価格の低下などの効果が勝り、増益計画。業種別では輸送用機器、陸
運、化学、電気・ガス、小売などが増益のけん引役。会社計画は保守的であることから23年度の利益は
横ばいからプラスとなる可能性が高まっていると考える。23.12期会社計画に対して1Qは好調に推移。
海外で拡販ができたINPEX(1605)の影響が大きい。

　数年来の営業最高益計画は事業構造が変化している可能性が高い。四半期決算毎に注目が集まるだろう。
1Qで上方修正した場合は、再度上方修正する可能性が高く、業績面では好感されやすいと考える。(高橋)

直近決算集計

Ⅰ 保守的な会社計画を考慮すると、23年度の利益は横ばいからプラスが可能か

Ⅱ 数年来の営業最高益計画企業と12月期1Q決算上方修正企業に注目したい



ⅠPO
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主力市場に資金流入、新興市場は動き鈍く
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6月の
スケジュール
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主要中銀の金融政策スタンスに注目


